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は
じ
め
に

先
日
、
宇
都
宮
大
学
の
学
生
に
対
し
て
、

赤
ち
ゃ
ん
人
形
を
乗
せ
た
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
、

Ｌ
Ｒ
Ｔ
（Light Rail Transit

、
次
世
代
型

路
面
電
車
）
へ
の
乗
降
体
験
を
行
う
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
た
（
5
頁
写
真
）。
ベ

ビ
ー
カ
ー
で
公
共
交
通
を
利
用
す
る
際
の
大

変
さ
を
理
解
し
、
誰
も
が
外
出
し
や
す
い
ま

ち
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え
て
も
ら
う
こ
と
が

目
的
だ
１
。

２
０
２
３
年
８
月
に
開
業
し
た
宇
都
宮
の

ラ
イ
ト
ラ
イ
ン
は
、
我
が
国
初
の
全
線
新
設

型
Ｌ
Ｒ
Ｔ
で
あ
り
、
ホ
ー
ム
と
車
両
床
の
段

差
も
な
い
バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
公
共
交
通
で
あ

る
。
“
将
来
の
子
育
て
予
備
軍
”
と
も
考
え

ら
れ
る
参
加
者
か
ら
は
、「
と
て
も
乗
り
や

す
か
っ
た
が
、
車
内
は
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
あ
る

と
狭
か
っ
た
」、「（
人
形
で
は
な
く
）
実
際

の
子
ど
も
が
乗
っ
て
い
た
ら
も
っ
と
大
変
だ

ろ
う
」、「
今
後
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
を
見
か

け
た
ら
手
伝
い
た
い
」
等
の
感
想
が
あ
っ

た
。
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
前
後
に
実
施

し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果
、
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
前
後
で
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
へ

配
慮
し
よ
う
と
い
う
意
識
や
、
子
育
て
に
対

す
る
興
味
・
関
心
が
向
上
す
る
こ
と
が
明
ら

か
と
な
っ
た
。

も
う
一
つ
最
近
の
出
来
事
だ
が
、
英
国

で
大
学
教
員
を
し
て
い
る
知
り
合
い
の
日

本
人
の
先
生
か
ら
、
ロ
ン
ド
ン
交
通
局

（Transport for London

）
の
方
が
、
日
本

の
子
連
れ
外
出
の
現
状
を
調
査
す
る
た
め
に

来
日
す
る
の
で
、
相
手
を
し
て
も
ら
え
な
い

か
と
の
依
頼
が
あ
っ
た
。

ロ
ン
ド
ン
で
は
市
長
の
交
通
戦
略

（M
ayor’s Transport Strategy

《
Ｍ
Ｔ
Ｓ
》）

に
お
い
て
、
徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
の

分
担
率
を
、
２
０
１
６
年
の
63
％
か
ら
、
２

０
４
１
年
ま
で
に
80
％
に
増
加
さ
せ
る
と
い

う
目
標
を
立
て
た
。

そ
の
タ
ー
ゲ
ッ
ト
の
一
つ
と
し
て
、
自

動
車
に
依
存
し
た
子
ど
も
連
れ
の
移
動

（Fam
ily Travel

）
を
、
徒
歩
、
自
転
車
、

公
共
交
通
へ
転
換
さ
せ
る
た
め
の
施
策
を
検

討
し
て
い
る
と
の
こ
と
だ
。
そ
こ
で
、
こ
の

テ
ー
マ
を
専
門
と
す
る
研
究
者
、
国
土
交
通

省
の
関
連
部
局
、
民
間
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の

方
々
と
の
情
報
・
意
見
交
換
の
場
を
設
け

た
。
子
育
て
世
帯
の
み
な
ら
ず
、
自
動
車
に

過
度
に
依
存
し
た
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
、
個

人
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
持
続
可
能

で
は
な
い
こ
と
は
、
世
界
的
に
も
認
識
さ
れ

て
い
る
。

２
０
２
４
年
の
我
が
国
の
出
生
数
が
初
の

70
万
人
割
れ
と
の
こ
と
で
、
少
子
化
に
は
歯

止
め
が
か
か
ら
な
い
２
。
物
価
高
に
よ
る
子

育
て
へ
の
経
済
的
不
安
の
高
ま
り
や
、
価
値

観
の
多
様
性
に
よ
る
未
婚
傾
向
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
が
原
因
の
よ
う
だ
が
、
子
育
て
世
帯

が
外
出
し
や
す
い
交
通
環
境
の
整
備
も
、
少

子
化
対
策
の
一
つ
の
重
要
な
要
素
で
あ
る
は

ず
だ
。

本
稿
で
は
、
子
育
ち
・
子
育
て
に
や
さ
し

い
鉄
道
を
含
め
た
交
通
環
境
と
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
、
筆
者
の
研
究
活
動
も
紹
介
し
な

が
ら
、
考
え
を
述
べ
た
い
。

子ども自身の成長する力をサポートする「子育ち」、
そして保護者や社会による「子育て」にやさしい交通環境、まちづくりとは？

少子化が加速するなか、子どもや子連れの移動者が安心・安全に
過ごすためには何が必要となるか――

これからの鉄道会社に求められる課題とともに考える。

子育ち・子育てにやさしい
交通環境とまちづくり
宇都宮大学 地域デザイン科学部 教授

大森宣暁
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子
ど
も
一
人
で
も

外
出
し
や
す
い
交
通
環
境

「
子
ど
も
が
交
通
事
故
や
犯
罪
被
害
の
心

配
な
く
安
全
・
安
心
に
、
ま
た
車
に
依
存
せ

ず
に
心
身
と
も
に
健
康
で
楽
し
く
移
動
で
き

る
道
路
や
公
共
交
通
環
境
と
、
日
常
生
活
に

必
要
な
多
様
な
施
設
が
徒
歩
・
自
転
車
圏
に

立
地
し
、
地
域
の
人
々
の
見
守
り
も
あ
り
、

子
ど
も
へ
の
交
通
安
全
教
育
も
行
き
届
き
、

自
動
車
ド
ラ
イ
バ
ー
の
運
転
マ
ナ
ー
も
良
い

状
態
。」

も
ち
ろ
ん
、
一
人
で
移
動
す
る
能
力
が
ま

だ
備
わ
っ
て
い
な
い
乳
幼
児
は
、
だ
っ
こ
ひ

も
・
お
ん
ぶ
ひ
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
、
子
ど
も

乗
せ
自
転
車
、
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
取
り

付
け
た
自
動
車
等
に
よ
り
、
大
人
と
共
に
移

動
す
る
必
要
が
あ
る
。
し
か
し
、
お
よ
そ

就
学
後
の
子
ど
も
に
つ
い
て
は
、
大
人
の

干
渉
の
な
い
自
立
し
た
移
動
“Children’s 

Independent M
obility 《

Ｃ
Ｉ
Ｍ
》
”
（
子

供
の
移
動
自
由
性
）
を
実
現
す
る
都
市
環
境

整
備
が
重
要
で
あ
る
こ
と
が
世
界
中
で
認
識

さ
れ
て
い
る
４
。
そ
の
理
由
は
、
子
ど
も
一

人
で
徒
歩
や
自
転
車
、
公
共
交
通
等
で
移
動

す
る
こ
と
が
、
子
ど
も
の
身
体
活
動
レ
ベ
ル

を
向
上
さ
せ
る
こ
と
に
加
え
て
、
空
間
認
知

能
力
、
問
題
解
決
能
力
、
社
会
性
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
意
識
、
意
思
決
定
能
力
等
の
向
上
に

つ
な
が
る
と
、
多
く
の
既
往
研
究
か
ら
明
ら

か
と
な
っ
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
Ｃ
Ｉ
Ｍ
の

指
標
の
一
つ
と
し
て
、
例
え
ば
「
一
人
で
学

校
か
ら
帰
宅
す
る
」、「
一
人
で
鉄
道
や
路
線

子
育
て
世
帯
の
外
出
行
動

都
市
で
生
活
す
る
人
々
は
、「
住
む
」、

「
働
く
」、「
憩
う
」
と
い
っ
た
日
常
生
活
活

動
を
、
自
宅
と
自
宅
以
外
の
場
所
で
行
う
た

め
に
、
日
々
外
出
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ

を
支
え
る
の
が
道
路
や
公
共
交
通
で
あ
る
。

子
育
て
世
帯
の
外
出
目
的
は
、
子
ど
も
の
年

齢
に
応
じ
て
変
化
す
る
。

乳
幼
児
の
時
に
は
、
親
が
食
料
品
の
買
い

物
へ
行
く
に
も
、
子
ど
も
を
家
で
一
人
に
さ

せ
る
こ
と
は
で
き
ず
、
一
緒
に
連
れ
て
行
く

必
要
が
あ
る
。
保
育
園
や
幼
稚
園
へ
の
送
迎

も
あ
る
し
、
体
調
が
悪
け
れ
ば
病
院
へ
連
れ

て
行
く
こ
と
も
多
い
。

小
学
生
に
な
る
と
、
集
団
登
校
な
ど
歩
い

て
通
学
す
る
子
ど
も
も
多
く
、
親
が
同
伴
す

る
必
要
が
な
い
場
合
も
増
え
る
。
し
か
し
、

塾
や
習
い
事
な
ど
、
一
人
で
徒
歩
や
バ
ス
、

鉄
道
を
利
用
し
に
く
い
地
域
に
住
む
世
帯
も

い
れ
ば
、
夜
間
は
交
通
安
全
や
防
犯
面
で
も

親
の
送
迎
が
必
要
な
場
合
も
多
い
。

中
学
生
に
な
れ
ば
一
人
で
外
出
す
る
能
力

が
さ
ら
に
高
ま
り
、
外
出
範
囲
も
広
く
な
る

が
、
そ
れ
で
も
親
に
よ
る
車
送
迎
に
頼
ら
ざ

る
を
得
な
い
地
方
都
市
や
大
都
市
郊
外
部
も

多
い
。

筆
者
の
考
え
と
し
て
は
、
子
育
て
世
帯
が

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
は
、

子
ど
も
一
人
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も
外
出

し
や
す
い
交
通
環
境
整
備
が
重
要
で
あ
る
と

考
え
る
３
。

バ
ス
等
を
利
用
す
る
」
な
ど
、
親
が
子
ど
も

の
外
出
行
動
に
対
し
て
与
え
る
６
つ
の
ラ
イ

セ
ン
ス
（
許
可
）
が
提
案
さ
れ
て
お
り
、
そ

の
程
度
は
、
子
ど
も
の
年
齢
、
性
別
等
の
個

人
属
性
や
近
隣
の
都
市
・
交
通
環
境
等
の
要

因
に
よ
っ
て
異
な
る
。

昨
年
、
筆
者
も
、
首
都
圏
在
住
で
小
中
学

生
の
子
ど
も
を
持
つ
親
、
計
１
，
０
０
０
人

を
対
象
と
し
て
、
子
ど
も
の
移
動
自
由
性
と

自
動
車
送
迎
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
た
の
で
、
そ
の
結
果
を
少
し
紹
介
し

た
い
。
６
つ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
を
与
え
ら
れ
て

い
る
子
ど
も
の
割
合
は
、
学
年
が
進
む
と
共

に
上
昇
す
る
が
、
い
ず
れ
の
ラ
イ
セ
ン
ス
に

つ
い
て
も
、
同
学
年
で
は
男
子
よ
り
女
子
で

低
い
傾
向
が
あ
り
、
ま
た
地
域
別
で
み
る
と

東
京
23
区
居
住
者
よ
り
も
北
関
東
居
住
者

で
、
特
に
小
学
生
の
う
ち
は
低
く
、「
一
人

で
鉄
道
や
路
線
バ
ス
等
を
利
用
す
る
」
に
関

親が子どもの外出行動に対して与える
６つのライセンス

1一人で幹線道路を
横断する 2一人で学校以外の

場所へ行く 3一人で学校から
帰宅する

4一人で日没後に
外出する 5一人で鉄道や路線バス等を

利用する 6一人で自転車で幹線道路を
通行する

※筆者作成

ベビーカーでの LRT乗
降体験ワークショップ
の様子。
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し
て
は
、
10
～
30
％
の
差
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
塾
・
習
い
事
の
交
通
手
段
は
、
東
京
23

区
で
約
80
％
が
徒
歩
・
自
転
車
、
10
～
20
％

が
鉄
道
や
バ
ス
だ
が
、
北
関
東
で
は
小
学
生

で
70
～
80
％
、
中
学
生
で
も
約
60
％
が
親
に

よ
る
自
動
車
送
迎
で
あ
り
、
親
の
送
迎
頻
度

も
高
い
。
一
方
、
東
京
23
区
よ
り
も
北
関
東

で
、
塾
・
習
い
事
に
行
く
頻
度
が
、
特
に
小

学
生
で
低
く
、
親
の
送
迎
可
能
性
に
子
ど
も

の
外
出
活
動
が
制
限
さ
れ
て
い
る
可
能
性
も

示
唆
さ
れ
る
。
自
動
車
で
送
迎
す
る
理
由
と

し
て
は
、
小
学
校
低
学
年
で
は
、
東
京
23
区

は
「
交
通
事
故
が
怖
い
」、「
夜
遅
い
」、「
犯

罪
が
怖
い
」
が
相
対
的
に
高
い
が
、
北
関
東

で
は
「
目
的
地
が
遠
い
」、「
目
的
地
へ
の
公

共
交
通
が
不
便
で
あ
る
」
が
上
位
と
な
る
と

い
う
違
い
が
あ
っ
た
。

以
上
、
ま
だ
十
分
分
析
を
終
え
て
い
な
い

調
査
デ
ー
タ
の
速
報
で
あ
る
が
、
Ｃ
Ｉ
Ｍ
が

低
い
こ
と
に
よ
り
、
親
の
自
動
車
送
迎
に
依

存
せ
ざ
る
を
え
な
い
地
域
や
世
帯
が
存
在
す

る
こ
と
が
わ
か
る
。
大
都
市
で
は
小
学
生
が

鉄
道
で
通
学
す
る
光
景
も
珍
し
く
な
い
が
、

地
方
都
市
で
は
、
子
ど
も
の
日
常
生
活
に
関

連
す
る
施
設
密
度
が
低
く
、
公
共
交
通
の

サ
ー
ビ
ス
レ
ベ
ル
も
低
い
た
め
、
子
ど
も
が

徒
歩
、
自
転
車
、
公
共
交
通
で
移
動
す
る
こ

と
が
難
し
い
地
域
も
多
い
。

公
共
交
通
利
用
は
、
座
席
を
必
要
と
し
て

い
る
人
に
席
を
譲
る
と
か
、
他
人
に
迷
惑
を

か
け
な
い
行
動
を
と
る
と
か
、
子
ど
も
が
公

共
空
間
に
お
け
る
立
ち
居
振
る
舞
い
を
学

び
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
教
育
機

会
で
も
あ
る
。

子
ど
も
連
れ
で
も

外
出
し
や
す
い
交
通
環
境

「
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
子
ど
も
乗
せ
自
転
車
で

安
全
・
安
心
に
移
動
で
き
る
道
路
や
公
共
交

通
環
境
と
、
子
ど
も
連
れ
外
出
時
の
親
や
大

人
へ
の
安
全
教
育
も
行
き
届
き
、
必
要
な
時

に
は
車
で
送
迎
で
き
る
よ
う
時
間
制
約
に
縛

ら
れ
ず
、
全
て
の
道
路
利
用
者
が
ル
ー
ル
を

守
る
こ
と
で
車
送
迎
時
の
運
転
も
し
や
す

く
、
子
育
て
に
対
す
る
理
解
・
配
慮
が
人
々

に
浸
透
し
た
状
態
。」

こ
こ
で
、
子
ど
も
連
れ
で
の
ベ
ビ
ー
カ
ー

利
用
と
鉄
道
に
つ
い
て
の
近
年
の
歴
史
を
簡

単
に
振
り
返
ろ
う
５
―
６
。
だ
っ
こ
や
お
ん
ぶ

と
い
う
乳
幼
児
の
運
搬
・
保
育
技
術
は
縄

文
時
代
か
ら
存
在
し
て
い
た
よ
う
だ
。
一

方
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
（
乳
母
車
）
は
、
19
世
紀

中
ご
ろ
に
欧
州
で
製
品
化
さ
れ
、
我
が
国
に

は
明
治
初
期
に
輸
入
さ
れ
た
。
明
治
後
期
に

国
産
品
が
生
産
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
大
正

初
期
に
は
ゴ
ム
タ
イ
ヤ
の
乳
母
車
が
登
場
し

た
と
い
う
。
当
初
は
主
に
上
流
階
級
を
中
心

に
使
用
さ
れ
て
い
た
が
、
戦
後
、
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
欧
米
化
、
道
路
舗
装
率
の
向
上
に

も
伴
い
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
が
庶
民
に
も
普
及
し

た
。
我
が
国
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
、
Ｓ
Ｄ
マ
ー

ク
認
定
基
準
で
、
Ａ
型
（
乳
幼
児
を
寝
か
せ

た
状
態
で
使
用
で
き
る
）
と
Ｂ
型
（
乳
幼
児

を
背
も
た
れ
に
寄
り
か
け
て
座
ら
せ
使
用
す

る
）
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
海
外
製

の
ベ
ビ
ー
カ
ー
は
、
大
型
で
重
く
て
タ
イ
ヤ

も
大
き
く
、
車
に
乗
せ
る
た
め
に
少
し
だ
け

畳
め
る
く
ら
い
だ
が
、
日
本
製
は
軽

量
で
折
り
畳
み
持
ち
運
ぶ
こ
と
を
重

視
し
て
設
計
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。

我
が
国
の
ベ
ビ
ー
カ
ー
の
販
売
台
数

は
年
間
60
～
70
万
台
、
鉄
道
の
大
都

市
タ
ー
ミ
ナ
ル
駅
に
お
け
る
ベ
ビ
ー

カ
ー
利
用
者
の
全
乗
降
客
に
対
す
る

割
合
は
お
よ
そ
１
～
２
％
前
後
（
車

椅
子
使
用
者
の
お
よ
そ
20
～
30
倍
）

と
推
測
さ
れ
て
い
る
７
。

我
が
国
で
は
、
２
０
０
０
年
の
交

通
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
、
２
０
０
６
年

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
に
基
づ
き
、
鉄

道
駅
へ
の
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
設
置
を
は

じ
め
公
共
交
通
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整

備
が
急
速
に
進
み
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で

も
公
共
交
通
を
利
用
し
や
す
く
な
っ

て
き
た
。
子
ど
も
連
れ
で
も
利
用
し

や
す
い
ト
イ
レ
や
授
乳
室
も
普
及

し
、
交
通
事
業
者
の
「
心
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
」
教
育
も
進
ん
だ
。
し
か
し
、
ベ

ビ
ー
カ
ー
利
用
者
の
公
共
交
通
利
用
時
の
事

故
や
、
周
囲
の
乗
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
も
多
発

し
た
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
連
れ
と
周
囲
の
乗

客
と
の
コ
ン
フ
リ
ク
ト
が
起
こ
っ
て
い
た
こ

と
も
き
っ
か
け
に
、
２
０
１
３
年
に
国
土
交

通
省
で
協
議
会
が
立
ち
上
が
っ
た
７
。
海
外

と
比
較
し
て
日
本
で
は
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用

者
が
公
共
交
通
利
用
時
に
、「
席
を
譲
っ
て

も
ら
う
」、「
乗
降
を
手
伝
っ
て
も
ら
う
」
な

ど
の
周
囲
の
支
援
が
少
な
い
と
い
う
デ
ー
タ

も
示
さ
れ
た
。
多
く
の
議
論
を
経
て
、
２
０

１
４
年
以
降
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
マ
ー
ク
の
掲
出

と
と
も
に
、
鉄
道
へ
の
フ
リ
ー
ス
ペ
ー
ス
整

備
が
進
み
、
バ
ス
車
内
で
も
ベ
ビ
ー
カ
ー
を

折
り
畳
ま
ず
に
乗
車
で
き
る
こ
と
を
推
奨
し

て
き
た
。
鉄
道
駅
や
公
共
施
設
、
商
業
施
設

等
へ
の
普
及
と
、
継
続
的
な
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

の
効
果
も
あ
り
、
国
民
の
認
知
度
も
徐
々
に

向
上
し
て
い
る
よ
う
だ
。
な
か
な
か
重
要
な

転
換
点
で
あ
っ
た
と
、
今
に
な
っ
て
実
感
す

る
。
し
か
し
長
期
的
に
は
、
そ
も
そ
も
混
雑

時
に
子
ど
も
連
れ
で
鉄
道
や
バ
ス
に
乗
ら
な

く
て
も
、
徒
歩
や
自
転
車
で
移
動
で
き
る
場

所
に
、
子
育
て
関
連
施
設
が
立
地
す
る
コ
ン

パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
が
望
ま
れ
る
と
考
え

る
。冒

頭
で
紹
介
し
た
大
学
生
に
対
す
る
ワ
ー
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ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
筆
者
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め

る
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と
し
て
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
８
。
子
連
れ
外
出
者
に
対

す
る
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
醸
成
の
た
め

の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
発
と
効
果
検
証

を
目
的
と
し
て
お
り
、
昨
年
度
よ
り
、
大
学

生
を
対
象
に
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
他
、
ベ
ビ
ー
カ
ー

で
路
線
バ
ス
の
乗
降
体
験
や
、
子
ど
も
乗
せ

自
転
車
の
利
用
体
験
を
行
っ
た
り
、
孫
育
て

予
備
軍
と
位
置
付
け
ら
れ
る
中
高
年
層
を

対
象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し

て
い
る
。

少
子
化
や
核
家
族
化
で
、
子
育
て
に
関
す

る
知
識
や
経
験
が
な
い
人
が
増
え
、
ひ
と
昔

前
と
は
子
育
て
環
境
も
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
ま
た
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
で
の
移
動
は
通
勤

目
的
の
移
動
よ
り
も
幸
福
感
が
低
く
、
周
囲

の
支
援
が
幸
福
感
に
影
響
を
与
え
て
い
る
と

い
う
研
究
成
果
も
あ
る
９
。
子
育
て
当
事
者

も
子
連
れ
で
外
出
す
る
際
の
安
全
な
方
法
に

関
す
る
ル
ー
ル
や
知
識
を
習
得
す
る
の
み
な

ら
ず
、
若
者
、
子
育
て
経
験
者
・
未
経
験
者

も
含
め
て
、
あ
ら
ゆ
る
人
に
、
現
在
の
子
ど

も
連
れ
で
の
移
動
実
態
、
交
通
環
境
整
備
の

工
夫
と
課
題
を
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
子
ど
も
連
れ
当
事
者
が
心
理
的
に

も
外
出
し
や
す
く
な
る
と
考
え
る
。

子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
と
の
連
携

Ｗ
Ｅ
Ｂ
メ
デ
ィ
ア
の
『
日
経xw

om
an

』

で
は
、
毎
年
「
共
働
き
子
育
て
し
や
す
い
街

ラ
ン
キ
ン
グ
」
を
発
表
し
て
お
り
、
２
０
２

４
年
の
１
位
は
神
戸
市
、
２
位
は
宇
都
宮
市

で
あ
っ
た

10

。
こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評
価

項
目
は
、
保
育
を
は
じ
め
と
し
た
、
自
治
体

の
共
働
き
子
育
て
支
援
策
を
対
象
と
し
、
子

育
て
世
帯
の
親
と
子
ど
も
の
外
出
し
や
す
さ

に
関
す
る
項
目
は
な
い
。
し
か
し
、
記
事
で

は
、
神
戸
市
の
「
高
校
生
の
通
学
定
期
代
無

料
」、「
中
学
生
以
下
の
子
育
て
世
帯
の
駅
前

市
営
駐
輪
場
土
日
祝
日
利
用
無
料
」、
宇
都

宮
市
の
「
鉄
道
駅
近
隣
の
送
迎
保
育
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
」、「
子
ど
も
だ
け
で
の
利
用
も
可
能

な
子
育
て
タ
ク
シ
ー
」
の
取
り
組
み
が
紹
介

さ
れ
て
い
る
。
現
代
の
鉄
道
駅
は
、
従
来
の

交
通
結
節
点
の
役
割
の
み
な
ら
ず
、
飲
食
や

買
い
物
施
設
、
そ
し
て
子
育
て
関
連
施
設
や

サ
ー
ビ
ス
な
ど
、
多
様
な
活
動
機
会
を
提
供

す
る
拠
点
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。

宇
都
宮
の
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
、
自
治
体
主
導
で
計

画
さ
れ
、
第
３
セ
ク
タ
ー
方
式
で
設
立
さ
れ

た
株
式
会
社
が
運
行
を
担
っ
て
お
り
、
市
が

将
来
目
指
す
ま
ち
の
姿
を
実
現
す
る
た
め
の

一
つ
の
装
置
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い 

る
11

。
現
在
、
Ｊ
Ｒ
宇
都
宮
駅
か
ら
東
側

の
工
業
団
地
ま
で
15
㎞
が
開
業
し
、
沿
線
人

口
増
加
や
地
価
上
昇
な
ど
の
ま
ち
づ
く
り
の

効
果
が
発
現
し
て
お
り
、
宇
都
宮
駅
西
側
の

中
心
市
街
地
へ
の
延
伸
に
対
す
る
市
民
の
期

待
は
非
常
に
大
き
い
。

ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
セ
ン
タ
ー
と
呼
ば
れ
る
、

駐
車
場
や
駐
輪
場
、
バ
ス
や
地
域
内
交
通
と

の
乗
り
換
え
し
や
す
い
施
設
整
備
に
も
力
を

入
れ
て
い
る
。
ま
た
、
子
育
て
世
帯
を
含
め

て
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
を
利
用
す
る
こ
と
で
実
現
す
る

新
し
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
具
体
的
イ
メ
ー

ジ
を
市
民
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い
る
。
Ｌ

Ｒ
Ｔ
開
業
を
き
っ
か
け
に
、
鉄
道
、
バ
ス
も

含
め
て
公
共
交
通
全
体
の
魅
力
向
上
に
挑
戦

し
て
い
る
。

Ｌ
Ｒ
Ｔ
と
民
営
鉄
道
と
は
少
々
状
況
が
異

な
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
自
治
体
の
ま
ち
づ

く
り
と
の
連
携
は
、
鉄
道
の
魅
力
向
上
に
お

い
て
重
要
な
視
点
で
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
子

ど
も
一
人
で
も
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
や
子
ど
も
乗

せ
自
転
車
を
利
用
す
る
親
子
に
も
使
い
や
す

い
駅
と
駅
前
広
場
の
整
備
は
、
民
営
鉄
道
事

業
者
の
自
助
努
力
だ
け
で
は
困
難
で
、
自
治

体
と
の
連
携
な
し
に
は
実
現
し
な
い
。

ま
た
、
“
こ
の
鉄
道
沿
線
に
住
む
と
こ
ん

な
素
敵
な
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
が
可
能
と
な

る
”
な
ど
、
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
発
信
し

て
い
く
こ
と
も
重
要
だ
と
考
え
る
。
自
治
体

の
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
や
子
育
て
施
策
の
立

案
に
、
民
営
鉄
道
事
業
者
も
積
極
的
に
関
与

し
、
共
に
ア
イ
デ
ア
を
出
し
て
い
く
姿
勢
が

必
要
で
あ
ろ
う
。
子
育
て
ラ
ン
キ
ン
グ
の
評

価
に
、「
地
域
に
魅
力
的
な
公
共
交
通
が
あ

り
、
子
ど
も
も
子
ど
も
連
れ
で
も
外
出
し
や

す
い
」
等
の
項
目
を
是
非
と
も
追
加
し
て
欲

し
い
も
の
だ
。

お
わ
り
に

大
都
市
と
地
方
都
市
で
状
況
は
異
な
る

が
、
子
育
て
世
帯
の
外
出
を
自
動
車
に
過
度

に
依
存
し
た
状
態
は
、
子
ど
も
に
と
っ
て
も

親
に
と
っ
て
も
望
ま
し
く
な
い
。
子
ど
も
一

人
で
も
、
子
ど
も
連
れ
で
も
安
全
・
安
心
に

外
出
で
き
る
交
通
環
境
と
、
子
育
て
し
や
す

い
魅
力
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
、
鉄
道

の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
。
駅
や
車
両
に
関

す
る
ハ
ー
ド
面
で
の
整
備
は
か
な
り
進
ん
だ

現
在
、
子
ど
も
や
子
ど
も
連
れ
移
動
者
に
対

す
る
理
解
「
心
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
醸

成
と
、
自
治
体
を
は
じ
め
、
異
分
野
の
民
間

企
業
、
教
育
機
関
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
な
ど
多
様

な
関
連
主
体
と
の
連
携
が
、
子
育
て
世
帯
に

と
っ
て
の
鉄
道
の
さ
ら
な
る
魅
力
向
上
に
お

い
て
重
要
な
視
点
の
ひ
と
つ
だ
と
考
え
る
。

最
後
に
、
ベ
ビ
ー
カ
ー
利
用
者
数
に
関
す

る
デ
ー
タ
収
集
や
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
子
ど

も
連
れ
へ
の
対
応
な
ど
が
、
最
近
の
新
た
な

課
題
か
も
し
れ
な
い
こ
と
に
触
れ
た
い
。
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